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助成事業完了報告書
日本財団　笹川洋平会長様
報告日付：2012年2月13日
事業ID：2010865167
事業名：君津地区における自閉症の特性

　　　　　　を理解したボランティア養成
団体名：君津地区自閉症協会
代表者名：吉田　耕三

印
TEL：0438-52-9697
FAX：
事業完了日：2012年1月14日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　　　　　801,260 円　（事業の実施にあたり生じた費用の総額（支払台帳の合計金額） 

自己負担額　　　　　　　201,260 円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額　          600,000 円　（事業実施のために使った助成金の総額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　
事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　
1． 自閉症児・者支援・啓発セミナー
『自閉症児・者の理解と関わり方』を全体テーマとして次の4回のセミナーを実施した。

　(1) 講演会　『自閉症児・者の理解と関わり方』

開催日時：2011年4月17日（日）　13:00～16:00


開催場所：袖ケ浦市民会館　中ホール


講師：諏訪利明先生（海老名市立わかば学園長）


参加者数：130名

内容：
①発達の原則


②発達障害とは



③支援の原則

　(2) 第１回セミナー　『幼児期から思春期の発達障害児の理解と関わり方』


開催日時：2011年6月4日（土）　13:00～15:30


開催場所：袖ケ浦市民会館　中ホール


講師：高橋咲子先生（千葉県発達障害者支援センター）


参加者数：74名

内容：
①発達障害って？


②関わり方の原則



③ライフステージ（幼児期～思春期）に応じた理解と支援

　(3) 第２回セミナー 『学校での取組みから学ぶ発達障害児の関わり方』


開催日時：2011年7月23日（土）　13:00～16:00


開催場所：千葉県立槇の実特別支援学校

講師：
植田照美先生（君津地区自閉症協会顧問）



佐々木大輔先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



荒木満紀子先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



坂尻雪絵先生（千葉県立槇の実特別支援学校）


佐々木郁子先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



北﨑みどり先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



綿引朝香先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



村上由紀先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



鈴木達也先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



石川豪志先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



山口恭弘先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



大野由紀子先生（千葉県立槇の実特別支援学校）



高澤文恵先生（千葉県立槇の実特別支援学校）


参加者数：78名

内容：



第１部　各学部（小学部、中学部、高等部）の実践発表



第２部　ワークショップ



　次の5Grに分かれて、各自の抱える課題を報告し、講師・参加者から



それに対する対処法や体験を話し、議論した。課題解決のヒントが多く



得られた。



　1Gr　幼児期のお子さんとの関わり方について



　2Gr　小学生期のお子さんとの関わり方について



　3Gr　思春期のお子さんとの関わり方について



　4Gr　高等部・成人の方との関わり方や進路について



　5Gr　高機能自閉症・アスペルガー症候群・ADHDの子どもたち 

　(4) 第３回セミナー　『高機能自閉症・アスペルガー症候群・ADHDなどの発達障害児・者の
　　　　理解と関わり方』

開催日時：2012年1月14日（土）　13:00～15:30


開催場所：君津市生涯学習交流センター　多目的ホール


講師：金坂京子先生（千葉県教育庁東上総教育事務所　指導主査）


参加者数：99名

内容：
①高機能自閉症を中心として発達障害児・者の理解


②かかわり方



③今できること

　※毎回、自閉症児・者の支援グッズ（絵カード、スケジュール表、イヤマフなど）を展示し、
　　　使い方の説明も行なった。

2． 自閉症児・者と直接関わる体験


開催日時：2011年8月6日（土）　9:00～7日（日）15:00


開催場所：富津市大貫海水浴場・旅館さざなみ館


講師：
植田照美先生（君津地区自閉症協会顧問）



君津地区自閉症協会会員（自閉症児者の保護者）

参加者数：のべ182名

内容：
①保護者から個々の自閉症児・者の特性に関する説明


②海水浴場での自閉症児・者との関わり体験（水遊び、食事など）



③旅館での自閉症児・者との関わり体験



　　（保護者とは別の部屋で一晩を過ごす）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業目標の達成状況：　　　　　　　　
４回の講演会・セミナーでのべ３８１人の方に参加して戴いた。立場別では、保育所・幼稚園・学童保育の先生方の参加が比較的多かった。教育の専門家ではあるが、障害児と接する機会が少なかった方々が受け持つクラスで発達障害児と接することに困ったり悩んだりしている様子がうかがえる。そのような方々に発達障害児をどのように理解し、どのように接すればよいかについて、４回のセミナーを通じて理解して戴くことができたと考えられる。
「発達障害児者と直接関わる体験（キャンプ）」では、参加者が10名と少なかったが、１日半、発達障害児と過ごすことで、非常に理解が進んだと思われる。専門家や保護者たちの日ごろの子育ての実践の話を聞き、実際に子どもたちと直接に関わる体験は参加者にとって貴重であったと思われる。彼らには、学んだことを周囲に伝えていってくれることを期待したい。

若い年代の人たちに発達障害について理解して戴こうと考え、学生のセミナーの参加費を無料にするなど工夫をしたが、実際に参加された学生はわずかであった。高校・短大・大学のボランティアサークルなどにもっと働きかけが必要だったと反省している。その一方で、「発達障害児者と直接関わる体験（キャンプ）」では、アルバイトとして協力してくれた方々の大半は学生であり、彼ら彼女らにとっては、発達障害の理解の第一歩になったと思われる。発達障害児者に直接関わった若い人たちがボランティアとして地域の発達障害児者の支援をしてくれることを期待したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業成果：
事業を実施して生じた社会的変化

　君津地区（千葉県木更津市・君津市・富津市・袖ケ浦市）において、自閉症児・者を理解できる人、理解しようとする人を増やすことができた。それらの中からボランティアとして自閉症児・者を支援していこうとする人を育成することができたと考えている。これらの活動を通じて、ささやかではあるが、自閉症児・者が地域の中で一緒に暮らす社会の実現に向かって一歩を踏み出すことができた。
作成した報告書、印刷物などの名称・部数

　(1) 講演会　『自閉症児・者の理解と関わり方』資料（130部）
　(2) 第１回セミナー　『幼児期から思春期の発達障害児の理解と関わり方』資料（100部）
　(3) 第２回セミナー 『学校での取組みから学ぶ発達障害児の関わり方』資料（100部）
　(4) 第３回セミナー　『高機能自閉症・アスペルガー症候群・ADHDなどの発達障害児・者の
　　　　理解と関わり方』資料（100部）
　(5) 講演会・セミナー・『自閉症児・者と直接関わる体験』の実施状況写真
本件に関する連絡先：　清瀬明人（君津地区自閉症協会副会長、電話：090-4592-5952）
作成した報告書、印刷物など

　(1) 講演会　『自閉症児・者の理解と関わり方』資料（130部）

　(2) 第１回セミナー　『幼児期から思春期の発達障害児の理解と関わり方』資料（100部）
　(3) 第２回セミナー 『学校での取組みから学ぶ発達障害児の関わり方』資料（100部）
　(4) 第３回セミナー　『高機能自閉症・アスペルガー症候群・ADHDなどの発達障害児・者の
　　　　理解と関わり方』資料（100部）
　(5) 講演会・セミナー・『自閉症児・者と直接関わる体験』の実施状況写真

日本財団　公益・ボランティア支援グループ　福祉チーム

　伊藤　広毅　様

平成24年2月13日

君津地区自閉症協会

　　　　清瀨明人

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

本年度は私どもの活動に助成下さいましてありがとうございます。

１月１４日の第３回セミナーをもちまして、助成戴きました事業が完了致しましたので、助成事業完了報告書（１部）と助成事業成果物（１部）を提出致します。

ご査収のほどよろしくお願い申し上げます。
敬具

（様式）
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支払台帳
	年月日
	使用内容
	金額
	領収書番号
	備考

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　


※支払台帳には、全ての支出（1万円以下のものも含む）を記入してください。

※1万円以上の領収書のコピーを添付してください。
